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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シート体と、オーバーシート体とを重ね合わせて、意匠シートを作製するために用いら
れる、シート体と、オーバーシート体とのセットであって、
　前記シート体が、剥離フィルム、粘接着層およびシート体用基材をこの順に備え、前記
オーバーシート体が、受容層およびオーバーシート体用基材を備え、
　前記粘接着層が、アクリル系ポリマーと、活性光線重合性オリゴマーと、重合開始剤と
、架橋剤とを含んでなり、
　前記剥離フィルムの前記粘接着層側の表面に、易剥離処理が施されていることを特徴と
する、シート体と、オーバーシート体とのセット。
【請求項２】
　前記アクリル系ポリマーは、アクリル酸エステルと、前記アクリル酸エステルと共重合
可能な水酸基含有モノマーとの共重合体である、請求項１に記載のセット。
【請求項３】
　前記アクリル系ポリマーは、アクリル酸エステルと、前記アクリル酸エステルと共重合
可能な水酸基含有モノマーおよびカルボキシル基含有モノマーとの共重合体である請求項
１に記載のセット。
【請求項４】
　前記水酸基含有モノマーと前記カルボキシル基含有モノマーとの質量比が５１：４９～
１００：０である、請求項３に記載のセット。
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【請求項５】
　粘接着層に含まれる前記活性光線重合性オリゴマーの量が、前記アクリル系ポリマー１
００質量部に対して、１０質量部以上、６０質量部以下である、請求項１～４のいずれか
一項に記載のセット。
【請求項６】
　前記活性光線重合性オリゴマーの質量平均分子量（Ｍｗ）が、１０万以上、１１０万以
下である、請求項１～５のいずれか一項に記載のセット。
【請求項７】
　前記重合開始剤は、昇温温度１０℃／ｍｉｎで、３０℃から１９０℃まで昇温させ、１
９０℃にて３０分間維持した際の熱重量測定による重量減少率が５０％以下である、請求
項１～６のいずれか一項に記載のセット。
【請求項８】
　前記シート体が、前記粘接着層と前記シート体用基材との間に、補修用または補強用の
シートを備える、請求項１～７のいずれか一項に記載のセット。
【請求項９】
　前記オーバーシート体が、前記オーバーシート体用基材と前記受容層との間に、保護層
を備える、請求項１～８のいずれか一項に記載のセット。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか一項に記載のシート体と、オーバーシート体とのセットを用い
た意匠シートの作製方法であって、
　前記オーバーシート体が備える受容層上に印画物を形成する工程と、
　前記受容層と、前記シート体が備えるシート体用基材とをラミネートする工程と、を含
んでなることを特徴とする、方法。
【請求項１１】
　前記オーバーシート体が備えるオーバーシート体用基材を剥離する工程を含んでなる、
請求項１０に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、シート体と、オーバーシート体とのセットおよびそれを用いた意匠シートの
作製方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ショッピングモールなどにおいて、フロアの壁などの被着体には、季節や、イベントな
どに応じて、様々な画像やイベントの内容が記載されたシートが貼着される。
【０００３】
　これらシートには、イベントなどが開催されている間には、被着体から剥離しない程度
の高い粘着力が要求される。その一方で、季節の変わり目、イベントの終了後などには、
被着体から容易に剥離除去することができることや被着体に糊残りが生じないことが求め
られていた。
【０００４】
　ところで、電子部品の製造工程などで用いられる粘着テープなどに使用するための粘着
剤組成物として、特開２０１２－１２５０６号公報には、アクリル系ポリマーと、エネル
ギー線重合性オリゴマーと、重合開始剤と、架橋剤とを含有するエネルギー線易剥離型粘
着組成物が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１２－１２５０６号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、上記問題に鑑みてなされたものであり、被着体への高い粘着力を有し、剥離
除去する際には、糊残りが生じることなく、容易に剥離除去することができる意匠シート
の作製に用いられる、シート体と、オーバーシート体とのセットを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明によれば、シート体と、オーバーシート体とを重ね合わせて、意匠シートを作製
するために用いられる、シート体と、オーバーシート体とのセットであって、
　前記シート体が、剥離フィルム、粘接着層およびシート体用基材をこの順に備え、前記
オーバーシート体が、受容層およびオーバーシート体用基材を備え、
　前記粘接着層が、アクリル系ポリマーと、活性光線重合性オリゴマーと、重合開始剤と
、架橋剤とを含んでなることを特徴とする、シート体と、オーバーシート体とのセットが
提供される。
【０００８】
　本発明の態様においては、前記アクリル系ポリマーは、アクリル酸エステルと、前記ア
クリル酸エステルと共重合可能な水酸基含有モノマーとの共重合体であることが好ましい
。
【０００９】
　本発明の態様においては、前記アクリル系ポリマーは、前記アクリル酸エステルと、前
記アクリル酸エステルと共重合可能な水酸基含有モノマーおよびカルボキシル基含有モノ
マーとの共重合体であることが好ましい。
【００１０】
　本発明の態様においては、前記水酸基含有モノマーと前記カルボキシル基含有モノマー
との質量比が５１：４９～１００：０であることが好ましい。
【００１１】
　本発明の態様においては、粘接着層に含まれる前記活性光線重合性オリゴマーの量が、
前記アクリル系ポリマー１００質量部に対して、１０質量部以上、６０質量部以下である
ことが好ましい。
【００１２】
　本発明の態様においては、前記活性光線重合性オリゴマーの質量平均分子量（Ｍｗ）が
、１０万以上、１１０万以下であることが好ましい。
【００１３】
　本発明の態様においては、前記重合開始剤は、昇温温度１０℃／ｍｉｎで、３０℃から
１９０℃まで昇温させ、１９０℃にて３０分間維持した際の熱重量測定による重量減少率
が５０％以下であることが好ましい。
【００１４】
　本発明の態様においては、前記シート体が、前記粘接着層と前記基材との間に、補修用
または補強用のシートを備えることが好ましい。
【００１５】
　本発明の態様において、前記オーバーシート体が、前記オーバーシート体基材と前記受
容層との間に、保護層を備えることが好ましい。
【００１６】
　本発明の他の態様によれば、上記シート体と、オーバーシート体とのセットを用いた意
匠シートの作製方法であって、前記オーバーシート体が備える受容層上に印画物を形成す
る工程と、前記受容層と、前記シート体が備えるシート体用基材とをラミネートする工程
と、を含んでなることを特徴とする、方法が提供される。
【００１７】
　本発明の他の態様においては、前記オーバーシート体が備えるオーバーシート体用基材
を剥離する工程を含んでなることが好ましい。
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【発明の効果】
【００１８】
　本発明のシート体と、オーバーシート体とのセットを用いて作製される意匠シートは、
被着体への高い粘着力を有し、剥離除去する際には、糊残りが生じることなく、容易に剥
離除去することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の一実施形態によるシート体の断面模式図である。
【図２】本発明の一実施形態によるオーバーシート体の断面模式図である。
【図３】本発明のセットを用いて作製することができる意匠シートの一実施形態を表す断
面模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
＜定義＞
　本明細書において、配合を示す「部」、「％」、「比」などは特に断らない限り質量基
準である。また、活性光線硬化性樹脂とは活性光線を照射する前の前駆体または組成物を
意味し、活性光線線を照射して活性光線硬化性樹脂を硬化させたものを活性光線硬化樹脂
というものとする。
【００２１】
　また、本明細書において、活性光線とは、活性光線硬化性樹脂に対して化学的に作用さ
せて重合を促進せしめる放射線を意味し、具体的には、可視光線、紫外線、Ｘ線、電子線
、α線、β線、γ線などを意味する。
【００２２】
＜シート体＞
　本発明のシート体１は、剥離フィルム２、粘接着層３およびシート体用基材４をこの順
に備えるものである（図１参照）。好ましい態様では、シート体１は、粘接着層３と、シ
ート体用基材４との間に、補修用または補強用シートを備える（図示せず）。
【００２３】
＜剥離フィルム＞
　剥離フィルムは、粘接着層の表面に剥離可能に設けられ、粘接着層を保護することがで
きる程度の強度や柔軟性を有するものであれば特に限定されず、各種のフィルムを用いる
ことができる。剥離フィルムの材料としては、例えば、ポリエステル系樹脂、ポリビニル
系樹脂、フッ素系樹脂、ポリスチレン系樹脂、ポリアクリル系樹脂、セルロース系樹脂、
ポリカーボネート系樹脂、ポリアミド系樹脂、ポリプロピレン樹脂などのポリオレフィン
系樹脂、ポリビニルアルコール系樹脂、ポリイミド系樹脂、フェノール系樹脂およびポリ
ウレタン系樹脂などの公知の樹脂を挙げることができる。これらの中でも、透明性、耐熱
性、寸法安定性、剛性、柔軟性、積層適性、コストなどの観点から、ポリエステル系樹脂
、ポリカーボネート系樹脂、ポリオレフィン系樹脂が好ましい。
【００２４】
　ポリエステル系樹脂としては、例えば、ポリエチレンテレフタレート、ポリエチレンナ
フタレート、ポリブチレンテレフタレート、ポリブチレンナフタレート、ポリアリレート
、ポリテトラメチレンテレフタレートなどを挙げることができる。特に、ポリエチレンテ
レフタレートは、取り扱い易さ、コストなどの観点から好ましい。
【００２５】
　なお、剥離フィルムは、上記樹脂を単独で用いた合成樹脂フィルムであってもよいし、
２種以上の樹脂を組み合わせて用いた合成樹脂フィルムであってもよいし、単独または組
み合わせて用いた合成樹脂フィルムを積層した複合フィルムであってもよい。
【００２６】
　また、剥離フィルムの粘接着層側の表面は、易剥離処理が施されていることが好ましい
。易剥離処理としては、例えば、剥離フィルムと粘接着層との間に易剥離層（図示しない
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）を設けることなどを挙げることができる。易剥離層は、剥離剤を塗布することにより形
成させることができる。剥離剤は、特に限定されず、例えば、水溶性樹脂、親水性樹脂、
ワックス類、シリコーン系樹脂、フッ素系樹脂、アミノアルキド系樹脂、メラミン系樹脂
、ポリエステル系樹脂、アクリル系樹脂などを使用することができる。剥離剤の塗布方法
は特に限定されず、例えば、ロールコート、グラビアコート、スプレーコートなどの塗布
方法を挙げることができる。
【００２７】
　剥離フィルム表面は、易剥離層との粘着性を高めるための易粘着処理が予め施されてい
ることが好ましい。易粘着処理としては、例えば、コロナ放電処理、プラズマ処理、オゾ
ン処理、フレーム処理、プライマー処理、予熱処理、除塵埃処理、蒸着処理、アルカリ処
理などを挙げることができる。
【００２８】
　剥離フィルムの厚さは、５μｍ以上、２００μｍ以下であることが好ましい。
【００２９】
　剥離フィルムの製造方法は特に限定されず、例えば、溶液流延法、溶融押出法、カレン
ダー法などの方法で剥離フィルムを製造できる。なお、剥離フィルムは市販品を用い
てもよい。
【００３０】
＜粘接着層＞
　粘接着層は、アクリル系ポリマーと、活性光線重合性オリゴマーと、重合開始剤と、架
橋剤とを含んでなる。本発明に係る被転写シートが備える粘接着層は、活性光線照射前は
、高い粘着力を有するものであり、また、活性光線を照射することにより、粘接着層が有
する粘着力を低減することができ、被着体から容易に剥離することができる。
【００３１】
（アクリル系ポリマー）
　アクリル系ポリマーは、特に限定されず、例えば、アクリル酸エステルと他のモノマー
とを共重合させたアクリル酸エステル共重合体が挙げられる。
【００３２】
　アクリル酸エステルとしては、例えば、アクリル酸エチル、アクリル酸ｎ－ブチル、ア
クリル酸２－エチルヘキシル、アクリル酸イソオクチル、アクリル酸イソノニル、アクリ
ル酸ヒドロキシルエチル、アクリル酸プロピレングリコール、アクリルアミド、アクリル
酸グリシジル等が挙げられる。これらは、単独又は２種以上を組み合わせて用いることが
できる。なお、本発明では、上記アクリル酸エステルの中でも、特に、アクリル酸ｎ－ブ
チルおよびアクリル酸２－エチルヘキシルが、透明性、耐熱性、耐湿熱性、耐久性、塗工
適性等に優れ、また、低コストである点において好ましい。
【００３３】
　他のモノマーとしては、例えば、アクリル酸メチル、メタクリル酸メチル、スチレン、
アクリロニトリル、酢酸ビニル、アクリル酸、メタクリル酸、イタコン酸、アクリル酸ヒ
ドロキシルエチル、メタクリル酸ヒドロキシルエチル、アクリル酸プロピレングリコール
、アクリルアミド、メタクリルアミド、アクリル酸グリシジル、メタクリル酸グリシジル
、メタクリル酸ジメチルアミノエチル、メタクリル酸－ｔｅｒｔ－ブチルアミノエチル、
メタクリル酸－ｎ－エチルヘキシル等が挙げられる。これらは、単独又は２種以上を組み
合わせて用いることができる。なお、本発明では、上記モノマーの中でも、メタクリル酸
－ｎ－エチルヘキシルが好ましい。
【００３４】
　アクリル系ポリマーがアクリル酸エステル共重合体の場合、該アクリル酸エステル共重
合体の質量平均分子量（Ｍｗ）は、所望の粘着力を発揮するものであれば、特に限定され
ないが、１０万以上、１１０万以下であることが好ましく、２０万以上、９０万以下であ
ることがより好ましい。上記範囲であれば、十分な粘着力を発揮することができ、また、
十分な強度の粘着剤層とすることができる。なお、質量平均分子量は、ゲル浸透クロマト
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グラフィー（ＧＰＣ）により測定した際の、ポリスチレン換算の値である。
【００３５】
　一実施形態において、アクリル系ポリマーは、アクリル酸エステルと、このアクリル酸
エステルと共重合可能な水酸基含有モノマーとの共重合により得られたものである。また
、一実施形態において、アクリル系ポリマーは、アクリル酸エステルと、このアクリル酸
エステルと共重合可能な、水酸基含有モノマーと、カルボキシル基含有モノマーとの共重
合により得られたものである。この場合、水酸基含有モノマーとカルボキシル基含有モノ
マーとの質量比は５１：４９～１００：０であることが好ましく、７５：２５～１００：
０であることがより好ましい。アクリル系ポリマー中の水酸基含有モノマーとカルボキシ
ル基含有モノマーとの質量比を上記範囲内とすることにより、エッチング処理を施した被
着体に貼り付けた被転写シートを剥離する際に糊残りが生じるのを防止することができる
。なお、上記２つの場合において、主成分はともにアクリル酸エステルであることが好ま
しく、ここで、主成分とは、共重合割合が５１質量％以上であることを意味する。
【００３６】
　共重合可能な水酸基含有モノマーは、その構造中に、共重合可能な重合性基と、水酸基
とを有していれば、特に限定されず、例えば、アクリル酸２－ヒドロキシエチル、アクリ
ル酸２－ヒドロキシプロピル、アクリル酸２－ヒドロキシブチル、アクリル酸３－クロロ
－２－ヒドロキシプロピル、アクリル酸ポリエチレングリコール等が挙げられる。
【００３７】
　共重合可能なカルボキシル基含有モノマーは、その構造中に、共重合可能な重合性基と
、カルボキシル基とを有していれば、特に限定されず、例えば、アクリル酸、メタクリル
酸、カルボキシエチル（メタ）アクリレート、カルボキシペンチル（メタ）アクリレート
、イタコン酸、マレイン酸、フマール酸、クロトン酸等が挙げられる。
【００３８】
　なお、アクリル酸エステルと、共重合可能な水酸基含有モノマーとの共重合比（質量比
）は、アクリル酸エステルが主成分であれば、特に限定されず、所望の粘着強度を示すよ
うに、適宜、設定することができる。
【００３９】
（活性光線重合性オリゴマー）
　活性光線重合性オリゴマーは、活性光線の照射により重合し得るものであれば、特に限
定されるものではなく、例えば、光ラジカル重合性、光カチオン重合性、光アニオン重合
性等のオリゴマーが挙げられる。これらの中でも、光ラジカル重合性オリゴマーが好まし
い。硬化速度が速く、また、多種多様な化合物から選択することができ、更には、硬化前
の粘着性や硬化後の剥離性等の物性を容易に所望のものに制御することができるからであ
る。光ラジカル重合性のオリゴマーとしては、例えば、ポリウレタン（メタ）アクリレー
ト、ポリエステル（メタ）アクリレート、エポキシ（メタ）アクリレート、ポリオール（
メタ）アクリレート、ポリエーテル（メタ）アクリレート、メラミン（メタ）アクリレー
ト、シリコーン系（メタ）アクリレート等が挙げられ、これらは、単独又は２種以上を組
み合わせて用いてもよい。
【００４０】
　活性光線重合性オリゴマーの質量平均分子量（Ｍｗ）は、特に限定されるものではない
が、１０万以上、１１０万以下であることが好ましい。上記範囲内であれば、活性光線照
射前には所望の粘着力を示し、また、活性光線照射後には糊残りすることなく、容易に剥
離することができる。なお、質量平均分子量は、ゲル浸透クロマトグラフィー（ＧＰＣ）
により測定した際の、ポリスチレン換算の値である。
【００４１】
　粘接着層に含まれる活性光線重合性オリゴマーの量は、アクリル系ポリマー１００質量
部に対して、１０質量部以上、６０質量部以下であることが好ましく、２０質量部以上、
５０質量部以下であることがより好ましい。活性光線重合性オリゴマーの量を調整するこ
とにより、活性光線照射後の粘着力の制御が可能となる。上記範囲内であれば、活性光線
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照射後の架橋密度が十分なものとなるので、好適な剥離性を実現することができる。また
、凝集力の低下に起因する被着体への糊残りが生じ難い。
【００４２】
　なお、粘接着層は、上記活性光線重合性オリゴマー以外に、活性光線の照射により重合
し得る活性光線重合性モノマーを含有してもよい。このようなモノマーとしては、多官能
性アクリレートや多官能性メタクリレートが好ましく、例えば、一分子中に（メタ）アク
リロイル基を３個以上有するトリメチロールメタントリ（メタ）アクリレート、トリメチ
ロールエタントリ（メタ）アクリレート、トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレ
ート、テトラメチロールメタンテトラ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールヘ
キサ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールペンタ（メタ）アクリレート、ペン
タエリスリトールトリ（メタ）アクリレート、それらのエチレンオキサイド又はプロピレ
ンオキサイド付加物などが挙げられる。粘接着層が、これらのモノマーを含んでなること
により、活性光線照射後の架橋密度が十分なものとなるので、好適な剥離性を実現するこ
とができる。また、凝集力の低下に起因する被着体への糊残りが生じ難い。
【００４３】
　粘接着層が、活性光線重合性オリゴマーおよび活性光線重合性モノマーを含んでなる場
合、その合計含有量は、アクリル系ポリマー１００質量部に対して、１０質量部以上、６
０質量部以下であることが好ましく、２０質量部以上、５０質量部以下であることがより
好ましい。これらの合計含有量が上記数値範囲内であれば、活性光線照射後の架橋密度が
十分なものとなるので、好適な剥離性を実現することができる。また、凝集力の低下に起
因する被着体への糊残りが生じ難い。
【００４４】
（重合開始剤）
　粘接着層が、重合開始剤を含んでなることにより、活性光線重合性オリゴマーの感応性
を増進させることができ、活性光線による重合硬化時間や活性光線照射量を低減すること
ができる。
【００４５】
　また、本発明に係る被転写シートの粘接着層に含まれる重合開始剤は、昇温速度１０℃
／ｍｉｎで３０℃から１９０℃まで昇温させ、１９０℃にて３０分間維持した際の熱重量
測定による重量減少率が５０％以下である。重量減少率は好ましくは３０％以下であり、
より好ましくは２０％以下である。被転写シートの粘接着層が、このような重合開始剤を
含んでなることにより、被転写シートを被着体へ貼付した状態で、被着体を高温にさらし
ても、被転写シートの粘着力低下を防止することができる。
【００４６】
　重量減少率は、市販の熱重量測定装置、例えば、島津製作所社製のＤＴＧ－６０Ａを用
いて測定した重量から算出することができる。具体的には、上記重合開始剤を分析（雰囲
気ガス：窒素，ガス流量：５０ｍｌ／ｍｉｎ，温度範囲：３０～１９０℃，昇温条件：１
０℃／ｍｉｎ）し、３０℃における上記重合開始剤の重量（Ｗ１）と、１９０℃に到達し
てから３０分経過後における上記重合開始剤の重量（Ｗ２）とを測定し、下記式にあては
めて算出することができる。
重量減少率（％）＝［（Ｗ１（ｇ）－Ｗ２（ｇ））／Ｗ１（ｇ）］×１００
【００４７】
　重合開始剤の市販品としては、例えば、イルガキュア７５４（ＢＡＳＦ ジャパン社製
）やイルガキュア２９５９（ＢＡＳＦ ジャパン社製）などが挙げられる。
【００４８】
　粘接着層に含まれる重合開始剤の量は、アクリル系ポリマーおよび活性光線重合性オリ
ゴマーの合計１００質量部に対して、０．０１質量部以上、１０質量部以下であることが
好ましく、０．５質量部以上、３質量部以下であることがより好ましい。上記範囲内であ
れば、活性光線重合性オリゴマーを十分に硬化させることができ、適正な剥離性を実現す
ることができる。なお、粘接着層が、活性光線重合性オリゴマーおよび活性光線重合性モ
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ノマーを含んでなる場合、重合開始剤の含有量は、アクリル系ポリマー、活性光線重合性
オリゴマーおよび活性光線重合性モノマーの合計１００質量部に対して、０．０１質量部
以上、１０質量部以下であることが好ましく、０．５質量部以上、３質量部以下であるこ
とがより好ましい。
【００４９】
（架橋剤）
　架橋剤は、特に限定されるものではなく、例えば、イソシアネート系架橋剤、エポキシ
系架橋剤などを用いることができる。イソシアネート系架橋剤としては、例えば、ポリイ
ソシアネート化合物、ポリイソシアネート化合物の３量体、ポリイソシアネート化合物と
ポリオール化合物とを反応させて得られるイソシアネート基を末端に有するウレタンプレ
ポリマー、該ウレタンプレポリマーの３量体などが挙げられる。ポリイソシアネート化合
物としては、例えば、２，４－トリレンジイソシアネート、２，５－トリレンジイソシア
ネート、１，３－キシリレンジイソシアネート、１，４－キシリレンジイソシアネート、
ジフェニルメタン－４，４′－ジイソシアネート、３－メチルジフェニルメタンジイソシ
アネート、ヘキサメチレンジイソシアネート、イソホロンジイソシアネート、ジシクロヘ
キシルメタン－４，４′－ジイソシアネート、ジシクロヘキシルメタン－２，４′－ジイ
ソシアネート、リジンイソシアネートなどが挙げられる。
【００５０】
　また、エポキシ系架橋剤としては、例えば、ソルビトールポリグリシジルエーテル、ポ
リグリセロールポリグリシジルエーテル、ペンタエリスリトールポリグリシジルエーテル
、ジグリセロールポリグリシジルエーテル、グリセロールポリグリシジルエーテル、トリ
メチロールプロパンポリグリシジルエーテル、ネオペンチルグリコールジグリシジルエー
テル、１，６－ヘキサンジオールジグリシジルエーテル、水添ビスフェノールＡジグリシ
ジルエーテル、ポリエチレングリコールジグリシジルエーテル、ポリプロピレングリコー
ルジグリシジルエーテル、ポリブタジエンジグリシジルエーテルなどの多官能エポキシ系
化合物が挙げられる。
【００５１】
　上記架橋剤は、単独又は２種以上を組み合わせて用いることができ、アクリル系ポリマ
ーの種類などに応じて、適宜選択することができる。
【００５２】
　なお、上記イソシアネート系架橋剤の市販品としては、例えば、Ｌ４５（綜研化学株式
会社製）、ＴＤ７５（綜研化学株式会社製）、ＢＸＸ５６２７（東洋インキ製造株式会社
製）、Ｘ－３０１－４２２ＳＫ（サイデン化学株式会社製）等を好適に用いることができ
る。また、上記エポキシ系架橋剤の市販品としては、例えば、Ｅ－５ＸＭ（綜研化学株式
会社製）、Ｅ－５Ｃ（綜研化学株式会社製）等を好適に用いることができる。
【００５３】
　粘接着層に含まれる架橋剤の量は、架橋剤の種類によっても異なるが、例えば、イソシ
アネート系架橋剤の場合、アクリル系ポリマー１００質量部に対して、０．０１質量部以
上、２０質量部以下であることが好ましく、０．０１質量部以上、１０質量部以下である
ことがより好ましい。上記範囲であれば、粘着剤層と基材との密着性を向上させることが
できる。
【００５４】
　また、エポキシ系架橋剤の場合、アクリル系ポリマー１００質量部に対して、０．０１
質量部以上、２０質量部以下であること好ましく、０．０１質量部以上、１０質量部以下
であることがより好ましい。上記範囲であれば、活性光線照射前における粘着力や凝集力
を所望の強度に制御することができる。
【００５５】
（その他）
　粘接着層は、その他、本発明の目的を損なわない範囲で必要に応じて、シランカップリ
ング剤、粘着付与剤、金属キレート剤、界面活性剤、酸化防止剤、紫外線吸収剤、顔料、
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染料、着色剤、耐電防止剤、防腐剤、消泡剤、ぬれ性調整剤等の各種添加剤を含んでいて
もよい。
【００５６】
＜シート体用基材＞
　シート体用基材としては、転写シートなどから被転写体の受容層へ印画物を転写する際
の熱エネルギー（例えば、サーマルヘッドの熱）に耐え得る耐熱性を有しているものであ
れば、特に制限なく使用することができる。例えば、ポリエチレンテレフタレート、ポリ
ブチレンテレフタレート、ポリエチレンナフタレート、ポリエチレンテレフタレート－イ
ソフタレート共重合体、テレフタル酸－ シクロヘキサンジメタノール－ エチレングリコ
ール共重合体、ポリエチレンテレフタレート／ポリエチレンナフタレートの共押し出しフ
ィルムなどのポリエステル系樹脂、ナイロン－６、ナイロン－６，６などのポリアミド系
樹脂、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリメチルペンテンなどのポリオレフィン系樹脂
、ポリ塩化ビニルなどのポリビニル系樹脂、ポリアクリレート、ポリメタアクリレート、
ポリメチルメタアクリレートなどのポリアクリル系樹脂、ポリイミド、ポリエーテルイミ
ドなどのポリイミド系樹脂、ポリアリレート、ポリスルホン、ポリエーテルスルホン、ポ
リフェニレンエーテル、ポリフェニレンスルフィド、ポリアラミド、ポリエーテルケトン
、ポリエーテルニトリル、ポリエーテルエーテルケトン、ポリエーテルサルファイトなど
のエンジニアリング系樹脂、ポリカーボネート、ポリスチレン、高衝撃ポリスチレン、Ａ
Ｓ樹脂、ＡＢＳ樹脂などのポリスチレン系樹脂、セロファン、セルロースアセテート、ニ
トロセルロースなどのセルロース系樹脂を用いて作製したフィルム、などを用いることが
できる。これらの中でも、ポリエチレンテレフタレート、ポリエチレンナフタレートなど
のポリエステル系樹脂からなるフィルム、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリメチルペ
ンテンなどのポリオレフィン系樹脂からなるフィルムは、耐熱性、機械的強度に優れるた
め好ましい。また、ポリエチレンテレフタレートフィルム、ポリプロピレンフィルムは、
透明性が高く、意匠シートを被着体から剥離する際の粘接着層に対する紫外線照射の妨げ
とならないため、好ましい。なお、シート体用基材は上記したようなフィルムに限られず
、上質紙、コート紙、レジンコート紙、アート紙、キャストコート紙、板紙等を使用する
こともできる。また、これらを２以上積層した複合シートも使用することができる。
【００５７】
　また、一実施形態において、シート体用基材は、微細空隙（ミクロボイド）を有する多
孔質フィルムとすることが好ましい。シート体用基材を多孔質フィルムとすることにより
、後述する意匠フィルムとした場合に、受容層上の印画物の視認性がより向上する。
【００５８】
　シート体用基材は、上記した樹脂を主成分とする共重合樹脂若しくは混合体（アロイを
含む）、または複数層からなる積層体であっても良い。また、シート体用基材は、延伸フ
ィルムであっても、未延伸フィルムであってもよいが、強度を向上させる目的で、一軸方
向または二軸方向に延伸されたフィルムが好ましい。また、シート体用基材と受容層、基
材と粘接着層との密着力を向上させるため、シート体用基材の表面に、コロナ処理、プラ
イマー処理などの表面処理が施されることが好ましい。
【００５９】
　シート体用基材の厚さは、１μｍ以上、３００μｍ以下が好ましく、２０μｍ以上、１
００μｍ以下がより好ましい。基材の厚さが上記数値範囲内であれば、十分な耐熱性を担
保することができるとともに、活性光線照射の妨げとならない。
【００６０】
＜補修用、補強用シート＞
　シート体は、所望により、粘接着層と、シート体用基材との間に補修用または補強用シ
ートを備えていてもよい。補修用または補強用シートとしては、コンクリート構造物を補
修または補強することができるシートであれば特に限定されない。例えば、コンクリート
構造物を劣化させる因子（劣化因子）の侵入を防ぐことができるシートであってもよいし
、強度が低下している対象を補強することができるシートであってもよい。さらにこれら
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以外の機能を有し、対象を補修または補強することができるシートであってもよく、これ
ら全てを満たすシートであってもよい。
【００６１】
　補修用または補強用シートとしては、より具体的には、例えば、合成樹脂フィルムを基
材とし、その基材の一方の面に樹脂材料層を設け、基材の他方の面に繊維材料層を設けた
ものを挙げることができる。
【００６２】
　合成樹脂フィルムの材料としては、例えば、ポリエステル系樹脂、ポリプロピレン系樹
脂、ポリビニル系樹脂、フッ素系樹脂、ポリスチレン系樹脂、ポリアクリル系樹脂、セル
ロース系樹脂、ポリカーボネート系樹脂、ポリアミド系樹脂、ポリオレフィン系樹脂、ポ
リビニルアルコール系樹脂、ポリイミド系樹脂、フェノール系樹脂およびポリウレタン系
樹脂等を挙げることができる。
【００６３】
　樹脂材料層は、コンクリート構造物および、コンクリート構造物の表面と粘接着層との
接着部分を、外部からの劣化因子による損傷から防ぐように作用する。劣化因子としては
、水、酸素、炭酸ガスおよび塩化物イオン等が挙げられる。樹脂材料層の構成樹脂として
は、例えば、フッ素系樹脂、アクリル系樹脂、アクリルシリコーン系樹脂、アクリルフッ
素系樹脂、シリコーン系樹脂、ウレタン系樹脂、塩素系樹脂等を挙げることができ、これ
らから選ばれる１種または２種以上を用いることができる。
【００６４】
　繊維材料層としては、例えば、織布、編布、不織布、積層布、合成樹脂発泡体および紙
等から選ばれる１種または２種以上を挙げることができる。また、繊維材料層の光性材料
としては、例えば、ポリエステル繊維、ポリアミド繊維、アラミド繊維、ビニロン繊維、
カーボン繊維、ガラス繊維、およびポリオレフィン繊維等を挙げることができ、これらか
ら選ばれる１種または２種以上を用いることができる。これらの中でも、ポリエステル繊
維、ポリアミド繊維、アラミド繊維、ビニロン繊維、ポリオレフィン繊維は、軽くて強度
に優れるため好ましい。これらの繊維は、混紡されていてもよく、縦糸や横糸に使い分け
られていてもよく、多層に積層されていてもよい。
【００６５】
　補修用、補強用シートの厚さは、補修用として用いるか、補強用として用いるかによっ
ても異なるが、通常０．０１ｍｍ以上、１．０ｍｍ以下の範囲である。
【００６６】
　補修用、補強用シートは、例えば、基材の一方の面に樹脂材料層を設ける工程と、基材
の他方の面に繊維材料層を設ける工程と、を備える方法により製造することができる。樹
脂材料層は、例えば、基材上に、上記した構成樹脂を塗布し、その後硬化させることによ
り形成させることができる。繊維材料層は、繊維材料と、ポリエステル系樹脂等の樹脂と
を含む複合材料を基材上に塗布し、樹脂を硬化させることにより形成させることができる
。
【００６７】
＜オーバーシート体＞
　本発明のオーバーシート体５は、受容層６およびオーバーシート体用基材７を備えるも
のである（図２参照）。好ましい態様では、オーバーシート体５は、受容層６と、オーバ
ーシート体用基材７との間に、保護層を備えていてもよく、断熱層を備えていてもよい（
図示せず）。また、さらに好ましい態様において、オーバーシート体５は、受容層６また
は保護層とオーバーシート体用基材７との間に、離型層を備える（図示せず）。
【００６８】
＜受容層＞
　受容層を形成するための材料としては、昇華性染料または熱溶融性インキなどの熱移行
性の色材を受容し易い従来公知の樹脂材料を使用することができる。例えば、ポリプロピ
レンなどのポリオレフィン系樹脂、ポリ塩化ビニル、ポリ塩化ビニリデン、ポリ酢酸ビニ
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ル、塩化ビニル－酢酸ビニル共重合体、エチレン－酢酸ビニル共重合体もしくはポリアク
リルレートなどのポリビニル系樹脂、ポリエチレンテレフタレートもしくはポリブチレン
テレフタレートなどのポリエステル系樹脂、ポリスチレン系樹脂、ポリアミド系樹脂、エ
チレンもしくはプロピレンなどのオレフィンと他のビニルポリマーとの共重合体樹脂、ア
イオノマーもしくはセルロースジアスターゼなどのセルロース系樹脂、ポリカーボネート
などを使用することができ、これらの中でも、塩化ビニル－酢酸ビニル共重合体、または
ポリ塩化ビニルが好ましく、塩化ビニル－酢酸ビニル共重合体が特に好ましい。
【００６９】
　受容層の厚みは、特に限定はされないが、受容層の形成に際し、受容層用塗工液の塗工
量が乾燥状態で０．５ｇ／ｍ２以上、１０ｇ／ｍ２以下であることが好ましい。
【００７０】
　受容層は、上述の材料の中から選択された単独または複数の材料および必要に応じて各
種添加剤などを加え、水または有機溶剤などの適当な溶剤に溶解または分散させて受容層
塗工液を調製し、これをグラビア印刷法、スクリーン印刷法またはグラビア版を用いたリ
バースコーティング法などの手段により、塗布、乾燥して形成することができる。
【００７１】
＜オーバーシート体用基材＞
　オーバーシート体用基材としては、転写シート等から受容層へ印画物を転写する際の熱
エネルギー（例えば、サーマルヘッドの熱）に耐え得る耐熱性を有しているものであれば
、特に制限なく使用することができ、シート体用基材として用いられるフィルム等を同様
に使用することができる。なお、これらフィルム等に限られず、オーバーシート体用基材
として、パッチを使用することもできる。オーバーシート体用基材がパッチであることに
より、耐久性がさらに向上する。パッチとしては、透明であり、受容層上の印画物の視認
性に悪影響を与えず、意匠シートを被着体から剥離する際の粘接着層に対する紫外線照射
の妨げとならないものであれば特に限定されず、例えば、ポリエチレンテレフタレート製
やポリエステル製のものを用いることができる。
【００７２】
＜保護層＞
　次に、オーバーシート体が所望により備える保護層について説明する。保護層は、シー
ト体と、オーバーシート体とを重ね合わせて作製した意匠フィルムが備える受容層上の印
画物の保護を担うものである。
【００７３】
　保護層は、その構成要素として、ポリエステル系樹脂、ポリカーボネート系樹脂、ポリ
アクリル樹脂、ポリウレタン系樹脂、ポリアミド系樹脂、ポリビニル系樹脂、これら樹脂
をシリコーン変性させた樹脂、活性光線硬化性樹脂、紫外線吸収性樹脂およびこれらの混
合物等を含んでなる。また、保護層は、意匠シートを被着体から剥離する際の粘接着層に
対する紫外線照射の妨げとならないよう、透明性が高いものであることが好ましい。
【００７４】
　一実施形態において、保護層は、数平均分子量（Ｍｎ）の異なる２種以上の樹脂を含ん
でなることが好ましい。より好ましくは、保護層に含まれる樹脂のＭｎを各樹脂の含有比
率（質量基準）で積算した値を加算したときの総和（Σ）が、３０００以上、１７０００
以下であることが好ましい。総和（Σ）が上記数値範囲内であれば、保護層の耐久性を向
上させることができる。
【００７５】
　また、保護層は、総和（Σ）が上記数値範囲内であり、かつＭｎが２０００以上、１０
０００以下のポリエステル系樹脂ＡおよびＭｎが１００００より大きく、２５０００以下
のポリエステル系樹脂Ｂを含んでなることが好ましい。保護層が上記樹脂を含んでなるこ
とにより、保護層の耐久性をさらに向上することができる。保護層におけるポリエステル
系樹脂Ａの含有量は、ポリエステル系樹脂Ａとポリエステル系樹脂Ｂとの合計量に対して
、１０質量％以上、７０質量％以下であることが好ましく、３０質量％以上、７０質量％
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以下であることがより好ましい。
【００７６】
　また、保護層は、上記ポリエステル系樹脂Ａとして、Ｍｎが２０００以上、４０００以
下のポリエステル系樹脂Ａ１およびＭｎが４０００より大きく、１００００以下のポリエ
ステル系樹脂Ａ２を含んでなることが好ましい。保護層におけるポリエステル系樹脂Ａ１
の含有量は、ポリエステル系樹脂Ａ１と、ポリエステル系樹脂Ａ２と、ポリエステル系樹
脂Ｂとの合計量に対して５質量％以上、６５質量％以下が好ましい。また、保護層におけ
るポリエステル系樹脂Ａ２の含有量は、ポリエステル系樹脂Ａ１と、ポリエステル系樹脂
Ａ２と、ポリエステル系樹脂Ｂとの合計量に対して５質量％以上、６５質量％以下が好ま
しい。
【００７７】
　一実施形態において、保護層は、耐久性の観点から、活性光線硬化性樹脂を含んでなる
ことが好ましい。活性光線硬化性樹脂は、重合成分として、分子中に（メタ）アクリロイ
ル基および（メタ）アクリロイルオキシ基等の重合性不飽和結合、またはエポキシ基を有
するポリマー、プレポリマー、オリゴマーおよび／またはモノマーを適宜混合した組成物
等を含んでなる。
【００７８】
　プレポリマー、としては、例えば、アジピン酸、トリメリット酸、マレイン酸、フタル
酸、テレフタル酸、ハイミック酸、マロン酸、コハク酸、グルタール酸、イタコン酸、ピ
ロメリット酸、フマル酸、グルタール酸、ピメリン酸、セバシン酸、ドデカン酸、テトラ
ヒドロフタル酸等の多塩基酸と、エチレングリコール、プロピレングルコール、ジエチレ
ングリコール、プロピレンオキサイド、１，４－ブタンジオール、トリエチレングリコー
ル、テトラエチレングリコール、ポリエチレングリコール、グリセリン、トリメチロール
プロパン、ペンタエリスリトール、ソルビトール、１，６－ヘキサンジオール、１，２，
６－ヘキサントリオール等の多価のアルコールの結合で得られるポリエステルに（メタ）
アクリル酸を導入したポリエステル（メタ）アクリレート類、例えば、ビスフェノールＡ
・エピクロルヒドリン・（メタ）アクリル酸、フェノールノボラック・エピクロルヒドリ
ン・（メタ）アクリル酸のようにエポキシ樹脂に（メタ）アクリル酸を導入したエポキシ
（メタ）アクリレート類、例えば、エチレングリコール・アジピン酸・トリレンジイソシ
アネート・２－ヒドロキシエチルアクリレート、ポリエチレングリコール・トリレンジイ
ソシアネート・２－ヒドロキシエチルアクリレート、ヒドロキシエチルフタリルメタクリ
レート・キシレンジイソシアネート、１，２－ポリブタジエングリコール・トリレンジイ
ソシアネート・２－ヒドロキシエチルアクリレート、トリメチロールプロパン・プロピレ
ングリコール・トリレンジイソシアネート・２－ヒドロキシエチルアクリレートのように
、ウレタン樹脂に（メタ）アクリル酸を導入したウレタン（メタ）アクリレート、例えば
、ポリシロキサン（メタ）アクリレート、ポリシロキサン・ジイソシアネート・２－ヒド
ロキシエチル（メタ）アクリレート等のシリコーン樹脂アクリレート類、その他、油変性
アルキッド樹脂に（メタ）アクリロイル基を導入したアルキッド変性（メタ）アクリレー
ト類、スピラン樹脂アクリレート類等が挙げられる。
【００７９】
　モノマーまたはオリゴマーとしては、例えば、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレー
ト、２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、グリセロール（メタ）アクリレート
、テトラヒドロフルフリル（メタ）アクリレート、フェノキシエチル（メタ）アクリレー
ト、ノニルフェノキシエチル（メタ）アクリレート、テトラヒドロフルフリルオキシエチ
ル（メタ）アクリレート、テトラヒドロフルフリルオキシヘキサノリド（メタ）アクリレ
ート、１，３－ジオキサンアルコールのε－カプロラクトン付加物の（メタ）アクリレー
ト、１，３－ジオキソラン（メタ）アクリレート等、単官能の（メタ）アクリレート類、
あるいはこれらの（メタ）アクリレートを、イタコネート、クロトネート、マレエートに
代えた、イタコン酸エステル、クロトン酸エステル、マレイン酸エステル、例えば、エチ
レングリコールジ（メタ）アクリレート、トリエチレングルコールジ（メタ）アクリレー
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ト、ペンタエリスリトールジ（メタ）アクリレート、ハイドロキノンジ（メタ）アクリレ
ート、レゾルシンジ（メタ）アクリレート、ヘキサンジオールジ（メタ）アクリレート、
ネオペンチルグリコールジ（メタ）アクリレート、トリプロピレングリコールジ（メタ）
アクリレート、ヒドロキシピバリン酸ネオペンチルグリコールのジ（メタ）アクリレート
、ネオペンチルグリコールアジペートのジ（メタ）アクリレート、ヒドロキシピバリン酸
ネオペンチルグリコールのε－カプロラクトン付加物のジ（メタ）アクリレート、２－（
２－ヒドロキシ－１，１－ジメチルエチル）－５－ヒドロキシメチル－５－エチル－１，
３－ジオキサンジ（メタ）アクリレート、トリシクロデカンジメチロール（メタ）アクリ
レート、トリシクロデカンジメチロール（メタ）アクリレートのε－カプロラクトン付加
物、１，６－ヘキサンジオールのジグリシジルエーテルのジ（メタ）アクリレート等２官
能の（メタ）アクリレート類、あるいはこれらの（メタ）アクリレートを、イタコネート
、クロトネート、マレエートに代えたイタコン酸エステル、クロトン酸エステル、マレイ
ン酸エステル、例えばトリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、ジトリメチロ
ールプロパンテトラ（メタ）アクリレート、トリメチロールエタントリ（メタ）アクリレ
ート、ペンタエリスリトールトリ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールテトラ（
メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレート、ジペンタエ
リスリトールペンタ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アク
リレート、ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレートのε－カプロラクトン付
加物、ピロガロールトリ（メタ）アクリレート、プロピオン酸・ジペンタエリスリトール
トリ（メタ）アクリレート、プロピオン酸・ジペンタエリスリトールテトラ（メタ）アク
リレート、ヒドロキシピバリルアルデヒド変性ジメチロールプロパントリ（メタ）アクリ
レート等多官能の（メタ）アクリレート、あるいはこれらの（メタ）アクリレートを、イ
タコネート、クロトネート、マレエートに代えたイタコン酸エステル、クロトン酸エステ
ル、マレイン酸エステル、ホスファゼンモノマー、トリエチレングリコール、イソシアヌ
ール酸ＥＯ変性ジ（メタ）アクリレート、イソシアヌール酸ＥＯ変性トリ（メタ）アクリ
レート、ジメチロールトリシクロデカンジ（メタ）アクリレート、トリメチロールプロパ
ン（メタ）アクリル酸安息香酸エステル、アルキレングリコールタイプ（メタ）アクリル
酸変性、ウレタン変性（メタ）アクリレート等が挙げられる。
【００８０】
　また、保護層は、フィラ―を含んでいてもよい。フィラーとしては、有機フィラー、無
機フィラーおよび有機－無機のハイブリッド型のフィラーが挙げられる。また、フィラー
は、粉体であっても、ゾル状のものであってもよい。分散性という観点からは、上記した
フィラーの中でも無機粒子が好ましい。
【００８１】
　保護層に含有されるフィラーは、平均粒子径が１ｎｍ以上、２００ｎｍ以下であること
が好ましく、１ｎｍ以上、５０ｎｍ以下であることがより好ましく、７ｎｍ以上、２５ｎ
ｍ以下であることがさらに好ましい。フィラーの平均粒子径を上記数値範囲内とすること
によって、保護層の透明性を維持しつつ、分散性を維持することができ、保護層塗工液の
安定性が低下することを防止することができる。なお、「平均粒子径」とは、体積平均粒
子径を意味し、粒度分布・粒径分布測定装置（例えば、ナノトラック粒度分布測定装置、
日機装株式会社製等）を用いて公知の方法により測定することができる。
【００８２】
　無機粒子としては、例えば、シリカ粒子（コロダイルシリカ、ヒュームドシリカ、沈降
性シリカ等）、アルミナ粒子、ジルコニア粒子、チタニア粒子、酸化亜鉛粒子等の金属酸
化物粒子が挙げられ、耐摩耗性向上という観点から、シリカ粒子を用いることが好ましい
。さらに、無機粒子は、γ－アミノプロピルトリエトキシシラン、γ－メタクリロキシプ
ロピルトリメトキシシラン等のシランカップリング剤等を用いて表面処理が施されたもの
であることが好ましい。
【００８３】
　上記フィラーは、保護層中の固形分総量に対し、１０質量％以上、６０質量％以下含ま
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れていることが好ましく、１０質量％以上、４５質量％以下含まれていることがより好ま
しく、２０質量％以上、４０質量％以下含まれていることがさらに好ましい。
【００８４】
　また、保護層の厚さは、好ましくは１μｍ以上、８μｍ以下であり、より好ましくは２
μｍ以上、６μｍ以下である。保護層の厚さが上記数値範囲内であれば、箔切れ、尾引き
やバリといった転写不良を防止しつつ、十分なハードコート性能および耐可塑剤性能を付
与でき、また、保護層の転写時に紙むけや欠けといった転写不良を防止することができる
。
【００８５】
　保護層が活性光線硬化性樹脂を含んでいない場合、上記樹脂を含む塗工液を、ロールコ
ート、リバースロールコート、グラビアコート、リバースグラビアコート、バーコート、
ロッドコート等の公知の手段により、受容層上に塗布、乾燥して形成することができる。
活性光線硬化性樹脂を含んでなる場合、上記したような活性光線硬化性樹脂を含む塗工液
を、上記手段により、受容層上に塗布して塗膜を形成させ、活性光線により、上記した、
重合可能な共重合体等の重合成分を、架橋・硬化させることにより形成することができる
。例えば、紫外線の照射は、従来公知の紫外線照射装置を用いることができ、高圧水銀灯
、低圧水銀灯、カーボンアーク、キセノンアーク、メタルハライドランプ、無電極紫外線
ランプ、ＬＥＤ等、種々のものを制限なく使用することができる。また、電子線の照射は
、１００ｋｅＶ以上、３００ｋｅＶ以下のエネルギーで電子線を照射する高エネルギー型
電子線照射装置や１００ｋｅＶ以下のエネルギーで電子線を照射する低エネルギー型電子
線照射装置のいずれを用いてもよく、また、照射方式も、走査型やカーテン型いずれの方
式の照射装置であってもよい。なお、塗工液に重合開始剤を添加してもよい。また、保護
層は、予め基材等の上に形成させ、転写シートとしておき、これを受容層上に転写するこ
とによっても形成させることができる。
【００８６】
＜断熱層＞
　また、オーバーシート体は、所望により、受容層と基材との間、または受容層と保護層
との間に断熱層を備えていてもよい。断熱層は、受容層上への熱転写による印画物形成時
加えられた熱が、基材などへの伝熱によって損失されることを防止できる断熱性を有する
ものである。断熱層は、中空層または多孔質層であることが好ましい。
【００８７】
　中空層は、中空粒子を含むものであり、親水性バインダーやその他の添加剤をさらに含
んでいてもよい。多孔質層が中空粒子を含んでなることにより、多孔質層のクッション性
が向上する。多孔質層のクッション性の程度は、多孔質層の厚みを変更することなどによ
り変更することができる。多孔質層の厚さは、特に限定されず、例えば、１０μｍ以上、
１００μｍ以下とすることができる。また、多孔質層の密度は、０．１ｇ／ｃｍ３以上、
０．８ｇ／ｃｍ３以下であることが好ましく、０．２ｇ／ｃｍ３以上、０．７ｇ／ｃｍ３

以下であることがより好ましい。
【００８８】
　中空粒子の平均粒子径は、０．１μｍ以上、１０μｍ以下が好ましく、０．３μｍ以上
、５μｍ以下がより好ましい。中空粒子の平均粒子径が上記数値範囲内であれば、多孔質
層の断熱性およびクッション性を向上させることができる。また、中空粒子の平均中空率
は、２０％以上が好ましく、３０％以上であることがより好ましい。また、７０％以下で
あることが好ましい。さらに中空粒子は、樹脂などから構成される有機系中空粒子、ガラ
スなどから構成される無機系中空粒子、架橋中空粒子のいずれであってもよい。
【００８９】
　多孔質層は、多孔質フィルムからなるものである。多孔質フィルムの厚さは、１０μｍ
以上、１００μｍ以下であることが好ましく、１５μｍ以上、８０μｍ以下であることが
より好ましく、２０μｍ以上、５０μｍ以下であることがさらに好ましい。また、好まし
い態様では、多孔質フィルムは、ベースとなる樹脂としてポリプロピレン樹脂を含む微細
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空隙（ミクロボイド）を有する多孔質フィルムが好ましい。
【００９０】
＜離型層＞
　またオーバーシート体は、所望により、オーバーシート体用基材と受容層または保護層
との間に離型層をさらに備えていてもよい。離型層に用いられる樹脂としては、例えば、
メラミン系樹脂、シリコーン、フッ素系樹脂、セルロース系樹脂、尿素系樹脂、ポリオレ
フィン系樹脂、アクリル系樹脂、繊維素系樹脂などが挙げられる。これらの中で、転写箔
に対し、基材と転写層との適度な接着力を付与することができることから、メラミン系樹
脂が好ましい。
【００９１】
　通常、離型層の厚さは、０．１～５μｍの範囲内であることが好ましく、０．５～２μ
ｍの範囲内であることがより好ましい。
【００９２】
＜意匠シートの作製＞
　一実施形態において、意匠シート１０は、上記オーバーシート体５が備える受容層６上
に、熱転写により、色材層を有する熱転写シートから熱転写法によって印画物を形成させ
（図示せず）、この受容層６を、シート体１が備えるシート体用基材４へラミネートする
ことにより得ることができる（図３参照）。好ましい態様においては、ラミネート後、オ
ーバーシート体用基材を剥離する（図示せず）。このようにして作製された意匠シートは
、印画物が、よりシート体用基材側へ形成されており、耐久性が向上されている。
【００９３】
　上記のようにして得られた意匠シートは、剥離フィルムを剥がし、露出した粘接着層を
コンクリート構造物に貼り合わせることにより、対象に粘着することができる。その際、
ローラー等を用いて、意匠シートが備える粘接着層を対象に圧着させることが好ましい。
【００９４】
　一実施形態において、意匠シートは、粘接着層の粘着前、粘着と同時または粘着後に加
熱硬化させることにより、対象に接着させることができる。加熱温度は、使用する硬化剤
の種類等にもよるが、１００℃以上、１５０℃以下である。
【００９５】
　対象に接着させた意匠シートは、紫外線や電子線等の活性光線を照射することにより、
対象から容易に剥離することができる。紫外線の照射条件としては、例えば、波長３００
ｎｍ以上、３７０ｎｍ以下の領域で、積算光量が１０００ｍＪ／ｃｍ２程度の条件を挙げ
ることができる。また、電子線の照射条件としては、５０ｋＧｙ以上、１００ｋＧｙ以下
程度の条件を挙げることができる。
【実施例】
【００９６】
　以下、実施例により、本発明をさらに詳細に説明するが、本発明がこれら実施例に限定
されるものではない。
【００９７】
（実施例１）
＜シート体の作製＞
　厚さ３０μｍのポリプロピレンフィルム（フタムラ化学（株）製、商品名：ＦＯＳ－Ｂ
Ｔ＃３０）をシート体用基材として用い、基材上に、下記の組成からなる粘接着層塗工液
Ａをアプリケーターにより全面塗工した後、乾燥オーブンにより１００℃で２分間乾燥さ
せ、厚さ１５０μｍの粘接着層を形成した。
＜粘接着層塗工液Ａ＞
・紫外線硬化型アクリル系粘着剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００部
（固形分：４０％、日本合成化学社製、商品名：Ｎ－４４９８、アクリル系ポリマー＋活
性光線重合性オリゴマー、アクリル系ポリマーの質量平均分子量：約４０万、活性光線重
合性オリゴマー：ポリウレタンアクリレート、アクリル系ポリマーにおける水酸基含有モ
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ノマーとカルボキシル基含有モノマーとの質量比：３０／１、）
・重合開始剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．４部
（光ラジカル発生剤、固形分：１００％、ＢＡＳＦ ジャパン社製、商品名：イルガキュ
ア７５４）
・架橋剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．５部
（イソシアネート系架橋剤、固形分７５％、日本ポリウレタン社製、商品名：コロネート
Ｌ）
・トルエンおよびメチルエチルケトンの混合溶媒　　　　　　　　　　　　１８０部
（質量比１：１、ＤＩＣグラフィックス株式会社製、商品名：ＫＴ１１）
【００９８】
　次いで、剥離フィルムとして、厚さ１００μｍのポリプロピレンフィルム（東洋紡績（
株）製、商品名：クリスパーＧ１２１２）を粘接着層へラミネートしシート体を得た。
【００９９】
＜オーバーシート体の作製＞
　厚さ１２μｍのパッチ（ＪＶＣ社製、商品名：ＣＹ－Ｒ１０ＦＣ－６０）上に下記の組
成からなる受容層塗工液をグラビアコーティングにより、乾燥状態で２．０ｇ／ｍ２の塗
工量となるように塗工した後、乾燥し、受容層を形成させ、オーバーシート体を得た。
＜受容層塗工液組成＞
・塩化ビニル－酢酸ビニル共重合体　　　　　　　　　　　　　　　　　　９５部
　（日信化学工業（株）製、商品名：ＣＮＬ）
・エポキシ変性シリコーンオイル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５部
　（信越化学工業（株）製、商品名：ＫＰ－１８００Ｕ）
・トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２００部
・ＭＥＫ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２００部
【０１００】
＜意匠シートの作製＞
　得られたオーバーシート体の受容層上に、下記のようにして作製した熱転写シートＡを
下記テストプリンターを用いて転写した。
（テストプリンター）
サーマルヘッド：ＫＥＥ－５７－１２ＧＡＮ２－ＳＴＡ（京セラ（株）製）
発熱体平均抵抗値：３３０３（Ω）
主走査方向印字密度：３００ｄｐｉ
副走査方向印字密度：３００ｄｐｉ
印画電圧：１８（Ｖ）
１ライン周期：１．５（ｍｓｅｃ．）
印字開始温度：３５（℃）
パルスＤｕｔｙ比：８５％
【０１０１】
＜熱転写シートＡの作製＞
　基材として厚さ４．５μｍの易接着処理済みポリエチレンテレフタレートフィルムを用
い、この上に、下記組成の背面層用塗工液を乾燥時０．８ｇ／ｍ2になるように塗工し、
背面層を形成した。次いで、基材の他方の面に、下記組成のイエロー染料層用塗工液１、
下記組成のマゼンタ染料層用塗工液1、上記組成のシアン染料層用塗工液1をそれぞれ、乾
燥時塗工量が０．６ｇ／ｍ2となるように面順次に塗工して、イエロー染料層、マゼンタ
染料層、シアン染料層を形成することで熱転写シートを作製した。
【０１０２】
　＜背面層用塗工液＞
・ポリビニルブチラール樹脂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０部
　（積水化学工業（株）製、商品名：エスレックＢＸ－１）
・ポリイソシアネート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９．２部
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　（大日本インキ化学工業（株）製、商品名：バーノック　Ｄ７５０）
・リン酸エステル系界面活性剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．３部
　（第一工業製薬（株）製、商品名：プライサーフＡ２０８Ｎ）
・タルク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３部
　（日本タルク工業（株）製、商品名：ミクロエースＰ－３）
・トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４３．６部
・メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４３．６部
【０１０３】
　＜イエロー染料層用塗工液１＞
・下記一般式（１）で表されるイエロー染料　　　　　　　　　　　　　６．０部
・ポリビニルアセトアセタール樹脂　　　　　　　　　　　　　　　　　４．０部
　(積水化学工業(株)製、商品名：ＫＳ－５)
・シリコーン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１部
　（信越化学（株）製、商品名：Ｘ－２２－３９３９）
・トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４５部
・メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４５部
【０１０４】
【化１】

【０１０５】
　＜マゼンタ染料層用塗工液１＞
・下記一般式（２）で表されるマゼンタ染料　　　　　　　　　　　　　７．０部
・ポリビニルアセトアセタール樹脂　　　　　　　　　　　　　　　　　７．０部
　(積水化学工業(株)製、商品名：ＫＳ－５)
・シリコーン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．４部
　（信越化学（株）製、商品名：Ｘ－２２－３９３９）
・トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４５部
・メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４５部
【０１０６】
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【化２】

【０１０７】
＜シアン染料層用塗工液１＞
・下記一般式（３）で表されるシアン染料　　　　　　　　　　　　　　５．０部
・ポリビニルアセトアセタール樹脂　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０部
　(積水化学工業(株)製、商品名：ＫＳ－５)
・シリコーン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１部
　（信越化学（株）製、商品名：Ｘ－２２－３９３９）
・トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４５部
・メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４５部
【０１０８】
【化３】

【０１０９】
　転写後、オーバーシート体が備える受容層と、シート体が備えるシート体用基材とをラ
ミネートし、シート体と、オーバーシート体とのセットから意匠シートを作製した。
【０１１０】
（実施例２）
＜オーバーシート体の作製＞
　厚さ１２μｍのポリエチレンテレフタレートフィルムの一方面にメラミン系樹脂の離型
層が塗布されたフィルムを基材として用い、その離型層上に、下記の組成からなる保護層
塗工液をグラビアコーティングにより、乾燥後の厚みが６μｍになるように塗布し乾燥さ
せた後に、ＵＶ露光器（Ｈバルブ使用、反射鏡はコールドタイプ、ＬＨ１０ランプ、フー
ジョンＵＶシステムズジャパン社製、商品名：Ｆ６００Ｖ）を用いて紫外線を照射し、保
護層を形成させた。次いで、保護層上に実施例１で用いた受容層塗工液を塗工した後、乾
燥し、受容層を形成させ、オーバーシート体を得た。
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＜保護層塗工液組成Ａ＞
・多官能アクリレート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０部
（新中村化学工業（株）製、商品名：ＮＫエステルＡ－９３００）
・ウレタンアクリレート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５部
（２官能、新中村化学工業（株）製、商品名：ＮＫオリゴマーＵＡ１２２－Ｐ）
・アクリル共重合体　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０部
・光重合開始剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５部
（チバ・スペシャリティ・ケミカルズ製、商品名：イルガキュア９０７）
・フィラー（架橋ポリメタクリル酸メチル）　　　　　　　　　　　　　　　　５部
（平均粒径５μｍ、積水化成品工業（株）製、商品名：ＭＢＸ－５）
・トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２００部
・ＭＥＫ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２００部
【０１１１】
＜意匠シートの作製＞
　得られたオーバーシート体の受容層上に、実施例１と同様にして転写し、転写後、オー
バーシート体が備える受容層と、実施例１で作製したシート体が備えるシート体用基材と
をラミネートし、次いで、シート体とオーバーシート体の積層体からポリエチレンテレフ
タレートフィルムを剥離し、意匠シートを作製した。
【０１１２】
（実施例３）
　実施例２において用いた保護層塗工液を、下記保護層塗工液ｂ１～ｂ３を、各バインダ
ー樹脂の含有比率（質量基準）が、ｂ１：ｂ２：ｂ３を０．２５：０．２５：０．５とな
るように混練した保護層塗工液Ｂに変更し、乾燥状態で４．５ｇ／ｍ２の塗工量となるよ
うに、オーバーシート体用基材上に塗工することにより保護層を形成した以外は、実施例
２と同様にして意匠シートを得た。
＜保護層塗工液ｂ１＞
・ポリエステル樹脂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０部
（数平均分子量：３０００、Ｔｇ＝５３℃、東洋紡績（株）社製、商品名：バイロン２２
０）
・トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０部
・ＭＥＫ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０部
＜保護層塗工液ｂ２＞
・ポリエステル樹脂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０部
（数平均分子量：１００００、Ｔｇ＝６０℃、東洋紡績（株）社製、商品名：バイロンＧ
Ｋ－２５０）
・トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０部
・ＭＥＫ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０部
＜保護層塗工液ｂ３＞
・ポリエステル樹脂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０部
（数平均分子量：３０００、Ｔｇ＝５３℃、東洋紡績（株）社製、商品名：バイロン２２
０）
・トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０部
・ＭＥＫ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０部
【０１１３】
（実施例４）
　粘接着層塗工液の組成を以下に変更した以外は、実施例１と同様にして意匠シートを得
た。
＜粘接着層塗工液Ｂ＞
・紫外線硬化型アクリル系粘着剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００部
（固形分：４１％、日本合成化学社製、商品名：Ｎ－７２５７、アクリル系ポリマー＋活
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性光線重合性オリゴマー、アクリル系ポリマーの質量平均分子量：約４０万、活性光線重
合性オリゴマー：ポリウレタンアクリレート、アクリル系ポリマーにおける水酸基含有モ
ノマーとカルボキシル基含有モノマーとの質量比：３／１）
・重合開始剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．４部
（光ラジカル発生剤、固形分：１００質量部、ＢＡＳＦ ジャパン社製、商品名：イルガ
キュア７５４）
・架橋剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．５部
（イソシアネート系架橋剤、固形分７５％、日本ポリウレタン社製、商品名：コロネート
Ｌ）
・トルエンおよびメチルエチルケトンの混合溶媒　　　　　　　　　　　　１８０部
（質量比１：１、ＤＩＣグラフィックス株式会社製、商品名：ＫＴ１１）
【０１１４】
（実施例５）
　シート体用基材を、厚さ６０μｍのポリプロピレンフィルム（ＦＯＳ－ＢＴ＃６０、フ
タムラ化学（株）製）、剥離フィルムを、厚さ３８μｍのポリエチレンテレフタレートフ
ィルム（三菱樹脂（株）製、商品名：Ｓ１００－３８）に変更した以外は実施例２と同様
にして意匠シートを作製した。
【０１１５】
（比較例１）
　実施例１の粘接着層塗工液Ａに含まれるアクリル樹脂（水酸基が導入された変性メチル
メタクリレート－ブチルアクリレート－メチルメタクリレートトリブロック共重合体、Ｔ
ｇ：－４２℃、アルケマ社製、商品名：Ｍ２２Ｎ）を、別のアクリル樹脂（エチルアクリ
レート－メチルメタクリレート共重合体、Ｔｇ：１８℃、根上工業株式会社製、商品名：
Ｗ－１９７Ｃ）に変更した以外は、実施例１と同様にして意匠シートを作製した。
【０１１６】
＜初期粘着力試験＞
　実施例１～５および比較例１で得られた意匠シートを幅２５ｍｍ×長さ１００ｍｍに切
断し、試験片を作製した。また、ポリイミドフィルム（膜厚：５０μｍ、東レ・デュポン
社製、商品名：カプトン ２００Ｈ）を６０℃の塩化第二鉄溶液に２分間浸漬させた後、
蒸留水で３０秒間、２回洗浄し、風乾させ、貼付対象（エッチング処理したポリイミドフ
ィルム）を作製した。
　試験片の剥離フィルムを剥がし、上記エッチング処理したポリイミドフィルム面に２ｋ
ｇのローラーを用いてラミネートし、常温常湿下にて２０分間放置した。その後、万能材
料試験機（５５６５型，インストロン・ジャパン社製）を用いて、粘着力を測定し（ＪＩ
Ｓ Ｚ０２３７準拠、剥離速度：３００ｍｍ／ｍｉｎ、剥離距離：５０ｍｍ、剥離角：１
８０°）、以下の評価基準で評価試験を行った。
　○： 粘着力が、０．８Ｎ／２５ｍｍ以上１５Ｎ／２５ｍｍ以下であった。
　×： 粘着力が、０．８Ｎ／２５ｍｍ未満、または１５Ｎ／２５ｍｍ超であった。
【０１１７】
＜加熱処理後の粘着力測定＞
　上記試験片の剥離シートを剥がし、上記エッチング処理したポリイミド樹脂面に２ｋｇ
のローラーを用いてラミネートし、常温常湿下にて２０分間放置した。次いで、１５０℃
にて９０分間加熱した後、常温常湿下にて１時間放置し、万能材料試験機（５５６５型、
インストロン・ジャパン社製）を用いて、加熱処理後の粘着力を測定し（ＪＩＳ Ｚ０２
３７準拠、剥離速度：３００ｍｍ／ｍｉｎ、剥離距離：５０ｍｍ、剥離角：１８０°）、
以下の評価基準で評価試験を行った。
　○： 粘着力が、０．８Ｎ／２５ｍｍ以上２０Ｎ／２５ｍｍ以下であった。
　×： 粘着力が、０．８Ｎ／２５ｍｍ未満、または２０Ｎ／２５ｍｍ超であった。
【０１１８】
＜糊残り試験＞
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　上記試験片の剥離シートを剥がし、上記エッチング処理したポリイミドフィルムに２ｋ
ｇのローラーを用いてラミネートし、常温常湿下にて２０分間放置した後、（１５０℃に
て９０分間加熱した。）次いで、基材側からフュージョン社製のＨ・バルブランプを光源
とする紫外線を照射（積算光量：２００ｍｊ／ｃｍ２）した後、ポリイミドフィルムから
試験片を剥離した。試験片を剥離した後のポリイミドフィルム表面における糊残りの有無
を光学顕微鏡（キーエンス社製、倍率２００倍、ＶＨＳ－６００）にて確認した。
　○： 糊残りがない。
　×： 糊残りがある。
【０１１９】
＜耐久性試験（Ｔａｂｅｒ試験）＞
　実施例１～５および比較例１で得られた意匠シートが備える受容層上の印画物に、テー
バー摩耗試験機で、摩耗輪：ＣＳ－１０Ｆを用い、荷重：５００ｇｆで２５０回毎に摩耗
輪を研磨し、合計１０００回研磨した。研磨後に表面の状態を目視にて観察し、以下の評
価基準で評価試験を行った。
　◎：１０００サイクル実施後の画像が良好である
　○：１０００サイクル実施後の画像が良好である
　△：１０００サイクル実施後の画像が良好ではないが実用上問題がない
　×：１０００サイクル実施後の画像が不良である
【０１２０】
【表１】

【符号の説明】
【０１２１】
　１　　シート体
　２　　剥離フィルム
　３　　粘接着層
　４　　シート体用基材
　５　　オーバーシート体
　６　　受容層
　７　　オーバーシート体用基材
　１０　意匠シート
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